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研究要旨：災害拠点病院および災害拠点病院を支援する医療機関に 

求められる機能および要件を提示し、レジリエントな災害時医療 

提供体制を明らかにするために、豪雨災害の被災地における災害 

拠点病院およびその他の医療機関に対して発災後の対応に関する 

アンケート調査を実施した。

研究分担者氏名・所属研究機関名及び所属研
究機関における職名

内藤久貴・熊本大学病院・特任助教 

Ａ．研究目的 

 本研究の目的は災害拠点病院および災

害拠点病院を支援する医療機関に求めら

れる機能および要件を提示し、レジリエ

ントな災害時医療提供体制を明らかにす

ることである。本研究では令和 2年 7月

豪雨において被災した人吉・球磨地域、

水俣・芦北地域、八代地域の３つの医療

圏を対象にして各地域の災害拠点病院を

中心とする災害医療対応について情報収

集を行い、今後、求められる医療機関の

機能や要件について検討を行う。 

Ｂ．研究方法 

 令和 3年度は災害拠点病院等への調査

項目の妥当性を検討した上で、郵送また

は面談によるアンケート調査を実施す

る。対象は災害拠点病院である 3病院に

加え、今回の豪雨災害で被災した 29の

医療機関（人吉・球磨 17施設、水俣・

芦北 10施設、八代 2施設）である。さ

らに各圏域の保健所および消防機関、医

師会等の担当者から医療機関の連携につ

いて意見を聴取する。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は人を対象とする臨床研究では

ないが、アンケート調査に関わる負担の

軽減に努める。 

Ｃ．研究結果 

 令和 3年 9月 11日に「令和 2年 7月

豪雨災害を振り返る」研修会を実施し

た。本研修では熊本県本部および調査対

象である３医療圏から発災急性期の医療

対応を中心に発表があり活動拠点現地本

部の医療調整について情報収集を行うこ

とができた。さらに近年の災害医療に関

する知見収集を積極的に行い、災害時の医

療機能継続ならびに医療機関連携に関する



-2- 
 

アンケート項目について修正・検討を進め

た。アンケート項目については研究協力者

である国立病院機構本部 DMAT事務局の近

藤次長、若井次長から助言を受け、調査対

象の医療機関に調査票を郵送し回収を始め

た。またその他の関係機関（各圏域の保健

所および消防機関、医師会等の担当者か

ら）のヒアリングについては、調査の進捗

を踏まえ、面会の調整を行う予定である。 

 

Ｄ．健康危機情報 

 特になし 
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Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




